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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・法人敷地内にある2箇所（南寿横・本部横）の鉄塔の送電線を張替えるために、東北電力が工事を行う予定となっている。

　工事期間　1/18（月）～2/9（火）　※土日も作業行う予定

　作業時間　7：30～17：00

　工事内容　66ｋＶ送電線の電線張替

＜心理検査実施予定＞

・1/12（火） 9：30～　　庭田タマ様　　MMSE、HDS-R　担当：小川

　　　　　  10：00～　　清水友美子様　WAIS-Ⅲ、AQ、PARS　担当：小嶋

・1/15（金）10：00～　　川村紀子様　　Y-G、CMI、AUDIT　担当：小嶋

・1/16（土）11：30～　　フジサキトモノリ様　風景構成法　担当：小嶋

＜カウンセリング・面談報告＞

・砂庭　真平様～予約時間を過ぎても連絡がない。受診予定日の午後、連絡があり受診日を調整し、次回のカウンセリングは1/13となる。

・佐藤奈々恵様～クリスマスイブに交際相手にドタキャンをされ、情緒が不安定となることがあったが、青明舎に相談したりと自分なりに対処する事が出来ていた。母と父に対して抱く自分の気持ちの違いに気づく事があり、母に愛されたい、もっと見てもらいたい気持ちがあることを言葉にしている。

・藤井　純子様～交際相手から大切にされているはずなのに、うつ状態や夜に強迫的に出かけてしまうエピソードがあったと話している。交際相手の気持ちが重いと感じ、“自分の虚像を見てるのでは”という疑問を抱いている。重たくて苦しい気持ちがあり、その原因として、「好きで一緒にいるわけではなく、寂しいから一緒にいる相手だから」と原因の一端を自分なりに考察している。＜生きても良いという思いになるのでは＞という問いには、「多少はあります」と。

＜外来情報＞

・矢幅　達夫様～当院退院後服薬、当院通院を行っていたが、家族様の希望にて通院が大変であるとの事で、南部病院への転院を希望され、本日診療情報提供所作成している。本日で終診となる。

・津嶋　イチ子様、鈴木　真知子様、古舘　正行様、古川　富蔵様　心電図検査施行。

・鈴木　真知子様～離荘リスクが高い状態であるとの事で、本日内服薬増量しています。今後については施設側と家族様と要相談し今後の生活場所について検討していく方針としている。（増薬のためふらつき、転倒に注意するよう説明しています。）

＜利用者様情報＞

・土佐　将志様～青山荘より情報提供あり。本人より、「12日の朝入居料を支払わなければならないけど、いつ郵便局に行けば良いかわからず聞こうと思っただけなのに、何回聞くのみたいに言われた」「1年以上いるけど、1/11は祝日で郵便局が休みだからどうすればいいかわからなかったから、まず話を聞いて欲しかった」と不満を訴えていたとのこと。頓服薬を飲んだから落ち着いてはいるが、イライラはあると話しているとの情報提供あり。来所時スタッフから状況を確認すると、上記内容を話し、「イライラするから2回目の頓服薬を服用しても良いか」との質問があるが、前回服用時から時間が経過していない為、少し時間を空けて飲むよう伝えると、「わかった」と了承している。その後デイケアにて仲の良いメンバーと表情良く交流したり、集中して作業療法を行っており、頓服薬を服用することや、不満を訴える事はない。デイケア終了時、本人にイライラや不調について確認すると、「もう大丈夫、スッキリしたよ」と表情良く話し、そのまま帰荘している。

・鈴木真知子様～体調について確認すると「少し歩きすぎた。足が痛いけど大丈夫」と話している。トイレに頻回に篭ることはあるが、外出しようとする様子はなく、プログラムにも問題なく参加している。

・倉石ヨシエ様～昨日の睡眠状況を確認すると2時以降は眠れていないとのこと。午前中のプログラムでは居眠りはないが、眠気はあるとの事で、辛い場合は自主活動の時間に休養するよう伝えている。自主活動の時間はテーブルに伏して居眠りしている。排便-2日となっており、今朝青風荘で1回、デイナイトケアで1回排便があり「すっきりした」と話している。

・小野寺ノリ様～青風荘より、失見当識がすすんでおり、今まで出来ていることが出来なくなっていると情報提供がある。日課を忘れており、プログラム時間になっても移動することなく椅子に座っており、スタッフが次何をするか聞くと「はてな」と話していたり、何をしたらよいのか分からないという訴えがあることがある。プログラムには問題なく参加している。

・八木橋牧雄様～うみねこ幸房より情報提供あり。本日うみねこ幸房に来所せず、スタッフから電話連絡をするが繋がらない状況。9：30頃安否確認の為本人のアパートへ向かう途中、よこまちストアの横で、頭を押さえて血を流しながら歩いている本人を発見。「昨日ナイトの帰りに家の階段を上っている途中、滑って転んで頭を階段にぶつけた」「そのまま寝たけれども、さっきまで起きれなかった」と話していたとのこと。傷が深く、出血している為、急遽青南病院の外来にて応急処置を実施。傷が深く、骨も見える状況で、外科の受診が必要と判断され、スタッフ付き添いで八戸赤十字病院脳神経外科を受診。CT検査と麻酔をし、医療用ホチキスで10針縫合。その後点滴を施行し、化膿止めが5日分処方。傷の状態を確認する為に1/9、10:00に受診することと、1/18に医療用ホッチキスを外す処置をする為に受診するよう説明されたとのこと。また、頭部外傷後に慢性硬膜下血腫の症状が現れる場合がある為、いつもと違う様子が見られた場合は、すぐ病院に連絡するように言われたとの情報提供あり。本人の意識ははっきりとしていて、痛みの訴えもそれほどは聞かれないが、大事をとってうみねこ幸房の出勤は控えるように促し、来週以降も状態をみて通所するように促していると話している。その後、15:30本人より架電あり、上記内容をスタッフに報告し、ナイトケアを欠席すると話している。担当医へ情報提供し、ナイトケア通所は様子を見ながら検討することとしている。来所時には患部の状況を確認し、慢性硬膜下血腫の症状に注意しながら関わっていく。

